ザイジュウ ガイコクジン ニ タイスル シャカイガタ ニホンゴ キョウイク ニ オケル イチコウサツ ハママツシ ガイコクジン ガクシュウ シエン センター ノ トリクミ by 松葉 優子 et al.
在住外国人に対する社会型日本語教育における一考察 ―浜松市外国人学習支援センターの取り組み― 
－ 157 － 
在住外国人に対する社会型日本語教育における一考察 
― 浜松市外国人学習支援センターの取り組み ― 
 
Discussion of Social Model of Japanese Language Education for Foreign Residents 































＊  浜松学院大学（社会学／日本語教育学） 
＊＊  公益財団法人 浜松国際交流協会 
＊＊＊ 浜松市外国人学習支援センター 日本語講師 
浜松学院大学研究論集 

















① 外国人市民に対する日本語教育事業（協働団体：With U-Net） 
② 日本人市民に対する学習支援ボランティア養成事業（協働団体：ネクスト） 
③ 外国人・日本人市民に対する多文化体験事業（協働団体：外国人コミュニティ、地元の文化サークル） 













  かな・漢字クラス（150コマ）：かな・生活漢字・検定漢字 
  会話クラス（288コマ）：レベル０、１、２、３ 
  検定クラス（60コマ）：N３、N４ 
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・ チームティーチング による授業 
・ プログラムコーディネーターの配置によるクラス運営  
・ 独自のカリキュラム  
・ タスク先行型授業  
・ 教案・教材・報告書の共有  
・ 多様な支援者＝およそ50人体制のWith U-Net 











・ 各期開講前に単発講座のガイダンス「U-ToC で Let’s 日本語ボランティア！」を開催 
し、養成講座の内容や日本語教室の特徴、修了生の体験談を伝えている。 
・ 各期は火曜コースと金曜コースに分かれる。両コースは同じカリキュラムで開催され 
  る。受講生は講座の途中で出席できない回を、同時開講している別コースの講義を取 
  ることで振替出席ができる。 
・ 全 20回のコースを前期・後期に分けている。前期では異文化理解や市内の在住外国人 
  の現状、外国語学習体験など地域日本語学習支援に対してだけではなく、広く市民啓 
  蒙の意味も含んだ基礎知識を学ぶ。後期はU-ToC の日本語教室内で実習を行う。実習 
  に向けた教案作りなど実践的な内容を、グループワークを通じて学ぶ。 
・ 受講生は前期修了時点で、後期を受講したいかどうかを問われ、実習を希望する受講 




 松葉・河口（2012）では「平成 19年度文化庁日本語教育研究委嘱「外国人に対する 
実践的な日本語教育の研究開発（「生活者としての外国人」のための日本語教育事業）」－ 

































  学ぶ「日本語学習支援のための多文化共生講座（全６回）」 
・ 昨年度のS講座で最もニーズがあった「日本語ボランティアのための基礎文法講座（2期・各期全 
  5回）」 

















































 その素案の中で、行政施策の方向性を下記 3点として挙げている。 
１． 手を取り合い、ともに築くまち 「協働」 
２． 多様性を生かして発展するまち 「創造」 





































表３ U-ToC におけるボランティアに必要な能力 
  学会報告書 筆者 
A 日本語教育に関する知識・能力 △ ― 
B 日本語教育に関する実践能力 △ ― 
C “その地域社会”を理解し，生きる力 ○ ◎ 
D 企画立案能力 ― △ 
E 人をつなぎ，動かす力 ― ○ 




































































◎ ◎ ◎ ◎
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表４ U-ToC における地域日本語教育専門家に必要な能力 
  学会報告書 筆者 
A 日本語教育に関する知識・能力 ◎ ◎ 
B 日本語教育に関する実践能力 ◎ ◎ 
C “その地域社会”を理解し，生きる力 ○ ◎ 
D 企画立案能力 ○ ○ 
E 人をつなぎ，動かす力 ○ ◎ 
































2007年～2008年 ヤマハ発動機株式会社 IM事業部 
2008年 株式会社ヤマハファインテック 











































合計 26,934 13,503 13,431 14,324
ブラジル 13,633 7,400 6,233 6,968
中国 3,215 1,375 1,840 2,150
フィリピン 3,012 815 2,197 1,258
ペルー 2,142 1,084 1,058 1,009
韓国または朝鮮 1,530 673 857 857
ベトナム 1,052 533 519 466
インドネシア 740 564 176 549
インド 238 194 44 193
米国 186 120 66 126































（1） ブラジル 20,053 92.5%
（2） ペルー 903 4.2%




（1）愛知県 5,805 5,547 150 108
（2）静岡県 4,641 4,387 158 96
（3）三重県 1,681 1,487 83 111
（4）群馬県 1,458 1,298 94 66
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る。いずれの場合も、母国への帰国は選択せず、日本での定住を選択した外国人である。
浜松市実態調査（2010）によると、浜松での滞在年数が 15年を超えるもの 26.1％、12年


























































表８ 企業内日本語教室 日本語支援者に必要な能力 
  学会報告書 筆者 
A 日本語教育に関する知識・能力 ◎ ◎ 
B 日本語教育に関する実践能力 ◎ ◎ 
C “その地域社会”を理解し，生きる力 ○ ◎ 
D 企画立案能力 ○ ◎ 
E 人をつなぎ，動かす力 ○ ◎ 







































































A 日本語教育に関する知識・能力 ― ◎ ◎ 
B 日本語教育に関する実践能力 ― ◎ ◎ 
C “その地域社会”を理解し，生きる力 ◎ ◎ ◎ 
D 企画立案能力 △ 〇 ◎ 
E 人をつなぎ，動かす力 〇 ◎ ◎ 
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注 7．日系人帰国支援事業は 2009年 4月 1日より開始され 2010年 3月 31日に終了した。 
注 8．『読売新聞』平成 24年 7月 8日朝刊記事 
注 9．ＯＪＴとは On the job trainingのこと 
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